


















































1. IJ'処女性についてdl(De virginitate， 371) 
〈中期著作〉
2. IJ'人間創造論dl(De hominis op折、cio，379) 
3. IJ'霊魂と復活についてdl(De anima et resurrectione， 380) 
く盛期著作〉
4. IJ'教理大講話dl(Oratio catechetz:ca rnagna) 
5. IJ'キリストの洗礼についてdl(1n diem luminμm) 




7. IJ'モー セの生涯dl(De vita Moysis， 390頃)
8. IJ'~:性歌講話dl (1n canticωn caηticorum， 390頃)














うもののすべてを治めさせよう J. 27) そして神は人間を創った.神
の像として人i習を創った.彼らを男と女に倉Jjった.
この部分に関してグレゴリオスの神学が最も集約された形で、記されてい















































( 3) rく復活においては，要ることも嫁ぐこともない>(!f'マタイ J ニニ




































































く， ある意味で人間が悪の創造者となったのであるJ (GNO. VIII， 2ヲ8，
19，.21)とも諮っている. 上記の諸例から明らかなように， との初期著作






















































































ものと同じ種類のものが生長しました (cf.If創世記dJ- 11~ 12). このこ
とが復活の時点においても生ずるということを，神的な使徒(パウロ〕が語

































い. その理解において， 人体の中心をなすのは霊魂である. この F霊魂
と復活について」のなかでは，霊魂の神的な性格に関して (PG46，52A; 



























要素が集い，軍離していたものの再構築 anastoic heiosis に向けて，~・び同
ーの体を形成することになるでしょう. これこそまさしく復活と名付けら
れるものと言えましょう16).


































































































となるJ という用法においてこの語を用いている (Srawley/160，6). この
















































































249，13; 343，9; 405，15 etc.). さらに，その没薬による自発的な死としτ
の洗礼が「神的なものへの変容 metapoiesisJ として捉えられる (GNO.

























「髪の毛J が「物欲の葬り・無情動J を意味するという解釈は η?を歌講













この間じ hyperballeinという動詞は， 1f' ~1í~歌講話J の!やでも花婿(キリス
ト)における美の溢れを描写する際に次のような形で用いられている i美
しさの溢れに関して，手足のどの部分も劣ることがない...1(In canticum 
canticorU1n， GNO. VI， 426，7"，8). また Fキリスト教的生活のあり方につ
いてJ の中にも r力の海れ...1r愛の溢れ」という用例が見られる (Dein-
































れ」を伴うIf'雅歌講話J ではこの philosophl:α という名前形ばかりではな
く，philosopheinという動詞形が現れ， rlf' ~1t歌」テキストのこの箇jヲ?にお
いて御言葉 (hologos)は次のようなことがらを philosophein しているJ

















































































































































めて強調していることからもうかがえるように (Incanticu1n canticoru1n， 





































1) 欧米における最近の研究文献は， lVI. AltenburgerfF. lVIann， Biblioglゆ hiezu 
GregorむonN)川町 Leiden1988を参照.
本稿執筆に際し参考にした文献として， グレゴリオス研究の基本番とされ
るJ.Danielou， Platonisme et theologie mystique， Paris 19542の他，J. Gaith， 
La coηceρtion de la liberte chez Gregoire de 1¥Tysse， Paris 1953，および特に
L. Bouyer， La spiritualite dμl、ゐμむeauTestame17t et des Peres， Paris 1966 
を挙げておきたい. コンコーダンスとしてはC.Fabricius/D. Ridings， A 
C017cordance to Gregory 01 lVyssa， Gるteborg 1989 を利用した. また本
稿と同様，年代)1演にグレゴリオスの神学の推移を追った研究として， G.-I. 
Gargano， La teoria di Gregorio di Nissa sul CQ17tico del ca17tici， Indagine 














いてはJ.Da出品lou，L' etre et le temps chez Gregoire de N'J川e，Leiden 1970， 
cap. X. またオリゲネス主義論争の経過，およびグレゴリオスとの関連に関
しては，小高毅「オリゲネスdJ(創文社， 1984年)， 5，39-40頁を参照.
5) 各著作，および執筆年代に関しては， J. Quasten， Patl'olog九 vol.3， Utrecht 
1950を参照.ただし「初・中・盛・後期」の区分は，筆者の判断に基づく.
各著作のテキストとしては， W. Jaegerの編纂による GregoriiNysseni 
Opera (Leiden， 1952- )が既に出版されているものに関してはこれを用い，
全集未刊の F人間創造論dJ!f'霊魂と復活についてdJ ~こ関しては Patrologia
Graecaを，また r教理大講話」に関しては].H. Stawleyによるもの (The




1992 年)所収の拙訳 (483-504 頁)を参照.またこの r人11"~創造論J における
「卒中の像Jの意味を問うたものとして拙稿「ニュッサのグレゴリオスにおける
修道の思想__1['人間創造論J を中心にー.J(!f'エイコー ンJ 第4号 44-51
頁，新1ft社， 1990年).
7) De hominis otificio， PG44， 181 A -B.なお本稿ではキリストの名に関して，
ギリシア諮の発音表記に最も近いと思われる「イエススJ を用いる.
8) 二重創造説に関しては U.Bianchi， La 'Doρ，tia Creazione' dell'uomo， Ro-
ma 1978. 
9) De hominis otificio， PG44， 205A. 
10) De hominis otificio， PG44， 180B. 
11) De hominis ゆがcio，PG44， 177D. 
12) De hominis opificio， PG44， 188C-D. 
13) アポカタスタシスに関しては前掲注 4)を参照.
14) De virginitate， GNO. VIII， 302，5-9. なお「処女性について」にはまだ邦
訳がない.英訳として V.W. Cal1ahan (The Fatbers of the Cburcb， voL 
58， Saint GregoryザNyssa，Ascetical Worhs， Washington 1967)， P. Scbaffj 
H. Wace (LNPF. vol. 5， OxfordjNew York 1893， 428-468)のものを参
照した.
15) De vil'ginitate， GNO. VIII， 302，9-27. 
16) De virginitate， GNO. VIII， 305，27-306，17. 
17) ギ、リシア語!日約聖書では， 1f'1!11世記」ー 26の「入信むは hoanthrotosであ
る.Adamという名が登場するのはニ16になってからである.
18) De /Zominis otificio， PG44， 158B -C. 
19) De hominis opificio， PG44， 185C-D. 
20) この点に関しては例えば M.Aubineau (ed. et tr.)， Trai・tede la virginite 
- 50-
(SCl19)， intro.， 52~53 を参照.
21) 未だ邦訳されていない.英訳として前掲注目)に掲げた V.W. Callahan， P 
Schaf/H. Waceのものを参照した.
22) これはグレゴリオスの別の作I~~ If'マクリナの生涯21(De vita J¥lJacTinae)にお
いても同様である (GNO.V1IIj1， 371，10; 383，21; 384，7 etc.). 
23) De anima et Tesurrectione， PG46， 156B~ 157B. 
24) De anima et resurrectione， PG46， 72A. 
25) この視J長から rヨハネ福音二番J における執筆行為の持つ意味を論じたものと
して，拙稿「ヨハネ福音書七章 53~八章 11 をめぐる一考察一一第四福音舎
の立つ地平一-.J(1f'エイコーン」第 9 号 2~13 真に掲載の予定，新世社， 1993 
年春).なお宮本久雄内中介する第三者.J(If'翻訳」所収，岩波書j苫， 1990年)，
341~343 頁を参照.
26) De anima et resurrectione， PG46， 76B. 
27) 邦訳として，前掲注 6)の r盛期ギリ、ンア教父J に篠崎栄氏のものが収録さ
れている (505~612 頁).
28) Oratio catecheticαmagna， Srawleyj132， 15~ 133，6. 
29) 執筆年代に関しては前掲注 5)Quastenを参照.なおグレゴリオスの洗礼綴
については].Danielou/H. Musurillo (eds.)， From Glory to Glory， New 
York 1961， 18~21 に簡潔な解説がある.
30) 1n diem luminum， GNO. 1X， 228， 15~22. 
31) Oratio catechetica magna， Srawleyj149， 1~151 ， 1. 
32) 全般的に，グレゴリオスの「変容」をめぐる諮誕の用法に関しては， T)íH~注
5)の].H. Srawleyによる注解蓄が非常に参考になった.
33) Oratio catechetica magna， Srawleyj159， 11~13. 
34) 執筆年代に関しては前掲注 5)Quastenを参照.
35) Oratio consolatoria in Pulcheriam， GNO. IX， 472， 1 ~ 15. 
36) 後期諸著作の邦訳を紹介しておく. j) If'雅昭;講話dJ;大森，宮本，谷，篠崎，
秋山共訳，業1[1止社， 1991年. その他，抄訳として前掲注 6)If'~lf期ギリシア




注 14)の V.W. Callahanのものを参照した.
37) De vita lWoysis， GNO. VIIjI， 108 ， 21~109 ， 17. 
38) De 'e心αλダoysis，GNO. VII/I， 106， 21~25. 
39) If':{t歌dJ-13，三 6，四 6，14，五 1，五 5，五 13.
40) 1n cantiCU11l canticoru1l， GNO. V1， 343， 10~13. 







43) fí'雅歌」四 1~5 および六 4~7(花婿による花嫁の体の描写)， fí'雅歌」五 10~
16 (花嫁による花婿の体の描写)へのグレゴリオスの注解を参照.
44) De vita Moysis， GNO. VIIjI， 96， 18~97 ， 1. 
45) 全般的にグレゴリオスの村1学が聖霊の神性の認識に向けて展開されている点
に関しては，拙稿「ニュッサのグレゴリオスにおける聖書解釈の展開一一!日
約聖書の注解撃を中心に一一J (fí'西洋吉典学研究d] XL 号 88~97 頁，岩波書
活， 1992年)を参照.
46) De vita Moysis， GNO. VIIjI， 109， 17~19. なおグレゴリオスは栄光と袈霊
とをしばしば等置している (1nillud: tunc et ipse filius， GNO. IIIjII， 21， 
23~22 ， 2; 1n canticum canticorum， GNO. VI， 467， 6~ 10). 
47) De .vita Moysis， GNO. VIIjI， 102， 22~ 103， 4.
48) 1η canticum canticorum， GNO. VI， 393， 22~ 394，6. 
49) 前掲注 36)の r盛期ギリシア教父J に所収の解説(433"-'439頁)を参照.
50) 前掲注 45)の拙稿を参照.
51) W. Jaegerによる一連のグレゴリオス研究は，まさにこのことの論証のため
に行われたものであった.Early Ch1'istianity and Gl'eんPai・deia，Harvard 
1961; Greg01' von N'yssa' s Lehre vom H eiligen Geist， Leiden 1966などを
表問
-，;:;r ~山、
52) "へT.Jaeger， Tωo Rediscovel'ed lifl 01'んsof Ancient Christian Literaturc， Lei-
den 1954を参照.
53) Dc instituto Christiano， GNO. VIIljI， 44， 12~27. 
54) 東方神学では伝統的に， イエススの母マリアのうちにこの模範を見る. C. 
Kucharek， Our Faith: A Byza71tinc Cathechism fo1' Adults， Saskatchewan 
1983， 141 ~ 150を参照.
55) ln canticwn canticorum， GNO. VI， 458， 17~459 ， 1. 
56) 弓Hr:限登喜善」としてのエベクタシス (cf.フィリピ三 13)というテーマは，谷
隆一郎氏による実践哲学的な一連の探究に詳しい. I司「エベクタシスとヱク
レシアJ (fi'J:f1祉における知と超越d]23~52 頁，定IJ文社， 1992 i~三)を参照.
57) 1n canticum canticorum， GNO. VI， 467， 17~468 ， 13. 
*本稿は，平成4年度科学研究費補助金(一般研究 Cr古代地中海世界における
自然理解と人間観J)の交付を受けて作成したものである.関係の方々各位に，この
場を借りて謝意を表したい.
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